






















入
荘
者
と
地
区
民
の
交
流
を
盛
ん
に

明
鏡
荘
の
運
動
広
場
が
完
成

記
念
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
開
催

六
月
二
十
一

日 、

小
雨
の
な
か
明

鏡
荘
の
運
動
広
場
完
成
記
念
ゲ
1
ト

ボ
l

ル
大
会
が
新
設
さ
れ
た
コ
1
ト

で
行
わ
れ
ま
し
た 。

こ
の
運
動
広
場
は 、

こ
れ
ま
で
の

広
場
が
手
狭
に
な
っ
た
た
め
整
備
さ

れ
た
も
の
で 、

建
物
東
側
に
ゲ
1
ト

ボ
ー

ル
コ
l
ト

二
千
二
百
四
十
二
ぱ 、

生
き
が
い
実
習
畑
千
二
百
四
十
五
ぽ 、

ミ
ニ
公
園
七
百
五
十
ぱ 、

総
工
費
七

百
五
十
万
円
で
新
設
さ
れ
た
も
の 。

式
典
で
は 、

大
沼
荘
長
と
入
荘
者

代
表
が
テ
l

プ
カ
ッ
ト
を
し
て
運
動

広
場
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た 。

続
い

て 、

招
待
さ
れ
た
北
部
地
区
内
の
七

チ
l

ム
と
明
鏡
荘
チ
l

ム
を
含
め
た

八
チ
！

ム
で 、

新
コ
i

ト
の
感
触
を

楽
し
み
な
が
ら
コ
l
ト

聞
き
を
行
い

本4アレ
れ九

。

こ
れ
か
ら
は 、

運
動
会
や
盆
踊
り

大
会
な
ど
屋
外
の
催
し
も
ゆ
っ
た
り

で
き
る
こ
と
に
な
り
入
荘
者
は
大
変

喜
ん
で
い
ま
す 。

ま
た 、

普
段
こ
の

広
場
は
ゲ
l
ト
ボ
i

ル
コ
l
ト

ニ
面

を
常
設
し
て
い
る
た
め 、

地
域
の
愛

好
者
も
無
料
で
利
用
で
き
る
と
の
こ

と 、

こ
れ
か
ら
ゲ
l

ト
ポ
ー

ル
を
通

し
た
地
域
の
人
と
入
荘
者
の
心
の
交

流
を
一

層
図
っ
て
い
き
た
い
と
関
係

者
は
話
し
て
い
ま
し
た 。

第8国最上川激流

全国イカダ下り選手権大会

7月22日旧）

午前 9 時30分スター ト

全長8キロの灘流

（雪谷～栗木沢）

55チーム

き

ところ

と

第8固朝日川渓流まつり

小学生以上 500円

8月5日旧）

午前10時

立木河川公園

き

ところ

入場料

と

力日舎

秋
葉
山
の
環
境
整
備
は
自
ら
の
手
で

除
草
剤
叡
布
早
朝
作
業

六
月
十
九
日
早
朝 、

秋
葉
山
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
除
草
剤
散
布
作
業
が
朝
も

や
を
つ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た 。

こ
の
作
業
は 、

例
年
北
部
地
区
の

野
球
チ
l

ム
が 、

北
部
サ
ン
デ
ー

モ

ー
ニ
ン
グ
野
球
大
会
に
先
が
付 、

ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
る
も
の 。

こ
の
朝
も 、

動
憤
ポ
ン
プ
二
台 、

タ

ン
ク
二
個
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
積
載
し

約
一

時
間
で
終
了
す
る
と
い
う
手
際

の
よ
さ 。

五
月
に
は 、

高
齢
者
の
人
た
ち
に

よ
る
ツ
ツ
ジ 、

ド
ウ
タ
ン
百
本
が
植

栽
さ
れ
る
な
ど 、

地
区
民
の
手
づ
く

り
に
よ
る
周
辺
整
備
が
進
む
秋
葉
山 。

七
月
八
日
か
ら
始
ま
っ
た
野
球
大

会
で
は 、

雑
草
の
な
い
き
れ
い
な
グ

ラ
ウ
ン
ド
で 、

ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー

が

く
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す 。

限管理・・
‘励，�；守．

第22回上郷ダムまつり

花火大会

8月14日（刈

午後7時打土開始

きと

当能一
上郷ダム公園

つり大会など多彩

ところ

事行

⑫ 

・ ． ．
野球大会は雑草のないグラウンドで
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区
名

前
田
沢

宿
中

沢

杉

山

大
谷
二

前
田
沢

常

盤

大
谷
二鞠佐

藤

す
こ
や
か
に

石佐渡渡驚堀佐鈴出
井竹遁辺藤 藤木生

児
亜ゐ聡i大t裕守佑す明怠友i瑞争氏
弥ゃ美み貸s人と輔5日すき存2菜主名

美み （
出
生
届）

中
堀

父

名
。ヘ

ミぷ
一

浩

二

ρA
／L

繁

夫

4

和

彦
敏

寿

典

弘

敏

長

司

好

秀

お
し
あ
わ
せ
に

（
婚
姻
届）

祐
市

元

町

。

鈴
木
智
賀
子

楢
．大谷六／渡辺

区
名

四
ノ
沢

太
郎
二

夏

草

大
谷
三

松

原

西
船

渡

常

盤

本

町

下
芦
沢

立

木

芳夫さん

泰子さん

沢
浩

西
川
町

。

荒
木

良
江

や
す
ら
か
に

死
亡
者
氏
名

柴
田
文
三
郎

長
岡

太一

阿
部

政
土

石
井

竹
太
郎

小
関

米
吉

若
月

正
義

村
山
ち
ゑ
こ

佐
藤

昌
俊

大
滝

ふ

て

大
津

庄
吉

嶋
田持
N

特
吋
油
呂
田
浦
布

－
噛附
布 t
E
誼W

（
死
亡
届）

世
帯
主

護
和

男

隆

蔵

喜
久
男

忠

男
馨

俊

雄

ヨ伸

育
英
チ
ャ
リ
テ
ィ
l

総
画
展

佐
竹
瑞
穂
さ
ん（
夏
草）
よ
り
中
央

公
民
館
で
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
l

絵
画
展

の
売
上
金
三
十
六
万
円
を
町
育
英
会

に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た。

シ之

グル ープ交際
か

ら1年。スポ ー ツ、
カラオケが大量子きな 2 人が熱いデュ

エツ

ト

を歌っ

て
見

事ゴ ー ルイン。
明るく元気な女性と彼が話すよう

に、友達と酒を飲

み

ながらワイワイ、
ガヤガヤ楽しめる家庭をつくるのが

目標と
か

。
パレ ー ポール、野球、スキ ー とな

んでもO Kのスポー ツマンのお 2 人。
特に 2 人で行くスキ ー

は

最高だそう
です。いつまでも、意気の合ったシ
ュプールを描き続け

て

下さい。お幸
せにノ （遠藤喜由広報委員）

（
財）
山
形
し
あ
わ
せ
銀
行
教
育
掻

興
基
金
よ
り 、

朝
日
中
学
校
へ
図
書

二
百
十
冊（
三
十
万
円
相
当）
が
寄
付

さ
れ
ま
し
た。

白スズメ

飛来

若
月
直
蔵
さ
ん
（
西
船

渡）
の
庭

先
に

，
自
ス
ズ
メ。
が
飛
ん
で
き

て

は

、

え
さ
を
つ
い
ば
ん
で
い
ま
す。

は

じ
めに

見つ
け
た
二
男
哲
也
君

が
カ
メ
ラ
に
写
し、

県
立
博
物
館
に

鑑
定
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
「

ほ
ぽ
ス

ズ
メ
に
ま
ち
が
い
な
い。
こ
れ
ほ
ど

白
い
の

は

県
内
で
も
めず
ら
し
い
L

と
の
回
答。

白
い
キ
ジ

は

吉
兆
を
表

わ
す
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す

が、

き
っ
と
白
い
ス
ズ
メ
も
：
：
；。

l D. 692 (.t:i. 5 )

5.297 （ム 3)

5.395 （ム 2)

2 . 589 ( .t:i. l ) 
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む
し
む
し
す
る
梅
雨
も、

も
う
じ

き
終
わ
り 、

い
よ
い
よ
夏
本
番
を
迎

え
る。町

で
も、

イ
カ
ダ
下
り

大
会
に
始

ま
り、

議
流
ま
つ
り 、

上
郷
ダ
ム
ま

つ
り
と
夏
の
イ
ベ
ン

ト
が
目
白
押
し

で
あ
る。

イ
ベ
ン

ト
と
い
え
ば 、

今
回
特
集

で
取
り

上
げ
た
8

ぺ
に
ぱ
な
国
体e

は

、

半
世
紀
に
一
度
し

か主
催
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
県
政
史
上
最
大
の

イ
ベ
ン

ト
で
あ
ろ
う。

⑬ 

春夏秋室
編集後記

わ
が
朝
日
町
で

は

、

正
式
種
目
競

技
で

は

な
い
も
の
の、

デ
モ
ン
ス

ト

レ
ー

シ
ョ

ン
行
事
と
し

て

の
壮
年
ソ

フ

ト
ボ
ー

ル
競
技
が
行
わ
れ
る。

町
内
の一
時
の
ソ
フ

ト
ボ
ー

ル
プ

l
ム

は

下
火
に

は

な
っ
た
が、

早
朝

大
会
な
ど
も
開
催
さ
れ
る
な
ど

な

か

な

か盛
ん
で
あ
る。

だ
れ
で
も
簡
単
に
で
き

て

、

観
戦

す
る
側
も
結
構
楽
し
める
ソ
フ

ト
ボ

ー
ル。
も
う一
度

見直
し

て
み
て

は

ど
う
だ
ろ
う

か。

（
K）

内帽
O
N
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